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長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
、
経
済
の
先
行

き
の
予
想
は
難
し
い
。
ま
さ
に
「
海
図
な
き
航
海
」
で
あ

る
。
東
京
で
の
4
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
は
7
月
12
日
か

ら
だ
が
、
そ
の
日
か
ら
の
2
カ
月
半
ほ
ど
の
間
に
も
、
デ

ル
タ
株
の
感
染
拡
大
を
主
因
と
す
る
、
景
気
の
先
行
き
見

通
し
の
下
振
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
何
を
「
羅
針
盤
」
と
し
て
使
う
べ
き

だ
ろ
う
か
。

景
気
関
連
情
報

─
─
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
中
で
の
景
気
は
い
か
に

　

景
気
の
関
連
で
は
「
羅
針
盤
」
と
し
て
使
え
そ
う
な
情

報
が
10
月
中
に
多
数
公
表
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
別
表
1

（
13
㌻
）
に
ま
と
め
た
。

（
1
）日
銀
短
観

　

10
月
1
日
に
は
「
日
銀
短
観
」
が
公
表
さ
れ
る
。
比
較

的
速
報
性
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
別
の
情
報
も
分
か
る
。

各
地
の
日
銀
支
店
長
が
地
元
の
短
観
で
出
た
数
字
を
解
説

し
、
そ
れ
が
10
月
1
日
夕
刻
の
各
地
の
テ
レ
ビ
や
翌
朝
の

地
方
紙
な
ど
で
報
道
さ
れ

る
は
ず
だ
。

　

最
近
数
回
の
全
国
短
観

に
お
け
る
業
況
判
断
D
I

の
推
移
は
図
表
1
の
通
り

だ
。「
大
企
業
製
造
業
」

は
2
桁
の
プ
ラ
ス
で
あ
る

の
に
対
し
て
「
全
規
模
全

業
種
」
は
マ
イ
ナ
ス
を
続

け
て
い
る
な
ど
、
中
堅
中

小
企
業
お
よ
び
非
製
造
業

を
入
れ
る
か
否
か
で
、
景

気
の
見
方
の
集
計
結
果
に

大
き
な
違
い
が
生
じ
る
こ

と
も
分
か
る
。

（
2
）
E
S
P
フ
ォ
ー
キ
ャ
ス
ト

　

日
本
経
済
全
体
に
つ
い
て
の
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

「
平
均
的
な
見
方
」
を
知
る
た
め
に
は
、「
E
S
P
フ
ォ

ー
キ
ャ
ス
ト
」
が
分
か
り
や
す
い
。
日
本
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
が
毎
月
公
表
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
図
表
2
）。

（
3
）景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査

　

地
方
経
済
へ
の
影
響
が
大
き
い
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
に

つ
い
て
は
、
内
閣
府
が
毎
月
公
表
す
る
「
景
気
ウ
オ
ッ
チ

ャ
ー
調
査
」
か
ら
速
報
性
の
高
い
情
報
が
得
ら
れ
る
。
厳

し
い
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
の
各
地
に
お
け
る
小
売
り
・

水
口
　
毅

あ
ず
さ
監
査
法
人
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 

元
日
本
銀
行
那
覇
、
広
島
支
店
長

景
気
動
向
と
行
政
運
営
の「
羅
針
盤
」

連

載

地
方
の
力
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
⑥

図表1　日銀業況判断DI

出典：日本銀行「短観」

2020年12月調査・現状

2021年3月調査・現状

2021年6月調査・現状

2021年6月調査・先行き

「良い」─「悪い」

▲10

+5

+14

+13

大企業製造業

▲15

▲8

▲3

▲5

全規模全業種

図表2　ESPフォーキャスト
9月14日公表分（部分）

出典：日本経済研究センター「2021年9月調査結果概要」
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飲
食
・
サ
ー

ビ
ス
業
関
係

者
の
声
の
要

約
を
読
む
こ

と
が
で
き
る
。

　

少
し
前
の

公
表
資
料
の

抜
粋
で
あ
る

図
表
3
を
見

る
と
、
沖
縄

県
で
の
緊
急

事
態
宣
言
が

続
く
中
で
、

ス
ー
パ
ー
へ

の
来
客
数
の

減
少
や
県
外

か
ら
の
修
学

旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
「
地
元
当
事

者
の
声
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
4
）国
際
通
貨
基
金（
I
M
F
）世
界
経
済
見
通
し

　

世
界
経
済
の
論
点
を
知
る
た
め
に
は
「
I
M
F
世
界
経

済
見
通
し
」
や
、
I
M
F
の
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
出

す
ブ
ロ
グ
記
事
が
お
勧
め
で
あ
る
。
日
本
語
訳
も
同
時
に

公
表
さ
れ
る
。

　

前
回
7
月
の
公
表
資
料
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
先

進
国
と
接
種
が
遅
れ
る
先
進
国
以
外
の
間
で
、
景
気
回
復

の
進
展
度
に
「
亀
裂
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る

内
容
だ
っ
た
。

（
5
）月
例
経
済
報
告

　

日
本
経
済
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
方
を
示
す
資
料
に

「
月
例
経
済
報
告
」
が
あ
る
が
、「
月
例
経
済
報
告
等
に

関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
に
内
閣
府
が
提
出
す
る
資
料
に

必
ず
数
㌻
掲
載
さ
れ
る
「
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
直
近

の
日
本
経
済
の
注
目
点
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
し
て
お
り
、

実
に
便
利
で
あ
る
（
例
え
ば
、
図
表
4
）。

（
6
）日
銀
展
望
リ
ポ
ー
ト

　

正
式
名
称
は
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
」
で
あ
る
。

そ
の
名
の
通
り
、
日
銀
が
経
済
と
物
価
に
つ
い
て
、
現
状

と
先
行
き
の
展
望
を
示
し
て
い
る
。

　

前
回
7
月
に
公
表
さ
れ
た
展
望
リ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
は
、

日
銀
政
策
委
員
が
予
想
す
る
2
0
2
3
年
に
か
け
て
の
消

費
者
物
価
の
上
昇
率
が
、
日
銀
の
目
標
と
す
る
2
％
に
は

な
お
遠
く
、
超
金
融
緩
和
政
策
が
さ
ら
に
長
引
く
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
た
（
図
表
5
）。

「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」

─
─
人
々
の
地
方
回
帰
は
進
む
か

　

コ
ロ
ナ
禍
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
強
く
後
押
し
し
、
そ
の
結

出典：内閣府「景気ウオッチャー調査」　□は「不変」、×は「悪」を示す

図表3　景気ウオッチャー調査（9月8日公表資料
のうち景気判断理由集、沖縄、一部抜粋）

新型コロナウイルス感染第5波は感染者が今
までにないくらい多くて、その影響で来客数
が減少している。そのため、客単価は上昇し
ていても売上はマイナスの状況にある。

□
スーパー
（販売企画）

×

新型コロナウイルス感染拡大が収まらず緊急
事態宣言の延長が繰り返され、そのたびに宿
泊や飲食の予約が繰り返される。秋の重要客
である修学旅行が9月は全てキャンセルに
なっている。

観光型ホテル
（代表取締役）

図表4　　月例経済報告等に関する関係閣僚会議
内閣府資料（8月26日公表）（部分）

出典：内閣府「月例経済報告等に関する関係閣僚会議」

図表5　日銀展望リポート7月16日公表分（部分）

出典：日本銀行「経済・物価情勢の展望」
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果
、
人
口
移
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
表
れ
て
い
る
。
ま

た
各
地
の
自
治
体
は
、
競
っ
て
「
移
住
」
を
促
す
情
報
発

信
を
し
て
い
る
。

　

4
月
下
旬
に
総
務
省
統
計
局
が
公
表
し
た
20
年
度
に
つ

い
て
の
「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」
は
、
非
常
に

示
唆
に
富
む
内
容
と
な
っ
て
い
た
（
図
表
6
、
別
表
2
）。

　

こ
の
統
計
は
、「
東
京
（
圏
）
へ
の
一
極
集
中
化
」
傾

向
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
と
し
た
見
直
し
が

生
じ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
月
下
旬
に
公
表
さ
れ
る
こ
の
統
計
は
、
10
月
は
26
日

に
9
月
分
が
明
ら
か
に
な
る
予
定
で
あ
り
、
21
年
度
の
上

期
（
4
〜
9
月
）
の
状
況
が
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の

統
計
に
つ
い
て
も
注
目
し
た
い
。

地
方
行
政
が
地
元
経
済
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

（
1
）コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
後
押
し

　

コ
ロ
ナ
禍
は
目
下
、
各
地
共
通
の
災
厄
で
あ
る
。
ま
た
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
は
重
症
者
の
減
少
な
ど
に
つ
な
が

る
は
ず
だ
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
人
口
対
比
で
大
き
く
進
め

ば
、
医
療
崩
壊
の
危
機
か
ら
脱
出
で
き
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
消
極
的
な
人
が
少
な
く
な
い
地
域
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
が
地
域
の
社
会
や
経
済
に
負
荷
を
か
け
続
け
る

可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
点
で
は
、
連
載
第
4
回
（
8
月
26
日
号
）
に
記
し

た
通
り
、
筆
者
は
「
政
府
・
自
治
体
に
よ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
後
押
し
」
に
期
待
し
て
い
る
。

（
2
）一
極
集
中
の
見
直
し

　

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
に
つ
い
て
述
べ
た
通
り
、

東
京
一
極
集
中
に
見
直
し
の
動
き
が
あ
る
。
目
下
の
と
こ

ろ
、
東
京
都
心
近
く
か
ら
近
隣
3
県
（
神
奈
川
、
千
葉
、

埼
玉
）
へ
の
移
動
が
多
い
が
、
東
京
圏
外
へ
の
移
動
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。
各
地
で
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
へ
の
努

力
も
含
め
て
、
将
来
像
を
描
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
3
）地
元
企
業
の
脱
炭
素
化
対
応
な
ど
の
環
境
整
備

　

国
内
外
の
各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
が
続
い
て
い

る
。
異
常
気
象
の
頻
発
は
、
地
球
温
暖
化
の
表
れ
の
一
つ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
雨
・
洪
水
・
土
砂
崩
れ
な
ど
は
、

地
元
住
民
の
生
命
へ
の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
脱
炭
素
対
応
は
、
日
本
各
地
の

経
済
や
産
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
応
は
、
11
月
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
26
）
を
契
機
に
改
め

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
各
地
に
関
連
す
る
具
体

的
な
話
題
も
少
な
く
な
い
。
一
例
と
し
て
、
福
井
県
の

「
年ね

ん
こ
う縞

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
福
井
県
に
あ
る
水
月
湖
の
湖

底
に
は
、
実
に
7
万
年
の
間
の
「
毎
年
の
」
気
候
が
分
か

る
「
縞
模
様
の
堆
積
物
」
が
あ
り
、「
古
気
候
学
」
に
多

大
な
る
貢
献
を
し
た
。
湖
畔
の
「
年
縞
博
物
館
」
に
は
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
。

（
4
）デ
ジ
タ
ル
化

　

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
も
の
の
一
つ
に
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
る
。
買
い
物
し
か
り
、

銀
行
取
引
し
か
り
。
会
社
の
勤
務
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
、
大

学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て
き
た
。
医
療
も
遠
隔
医

療
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
わ
が
国
の
政
府
・
自
治
体
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
も
強
く
意
識
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

昨
年
度
と
今
年
度
の
政
府
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
書
き
込

ま
れ
、
9
月
の
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

連
載
第
5
回
（
9
月
6
日
号
）
に
記
し
た
通
り
、
ち
ば

ぎ
ん
総
合
研
究
所
は
「
自
治
体
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
セ
ミ
ナ

ー
2
0
2
1
」
を
開
催
し
た
。

　

全
国
各
地
の
自
治
体
に
お
か
れ
て
も
、
既
に
取
り
組
み

を
進
め
ら
れ
て
い
る
先
が
多
い
と
思
う
が
、
地
方
行
政
を

デ
ジ
タ
ル
化
し
、
地
域
の
住
民
や
企
業
に
と
っ
て
政
策
の

実
効
性
や
効
率
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
最
重
要
課
題

の
一
つ
だ
と
思
う
。

図表6　東京圏への人の転入超

出典：総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」
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【別表1】10月に公表される景気関連情報の中で注目されるもの

【別表2】景気関連情報ではないが、注目される情報

出典：別表1、2共に筆者作成

●日銀が、全国各地の企業に「設備投資予定額」などについてアンケート調査を
　実施し、結果を公表するもの。
●企業が「足元の景気」「近未来の景気」をどのようにみているかが分かる（日銀の
　主観・判断は一切入らない）。
●業種・企業規模別・地域別に分けて結果を分析することが可能。
●企業の「業況」判断は「業況判断DI」という名の数値で公表。
●日銀各支店が各地域の集計結果を公表し、それが新聞等により報道される。こ
　れを読むことにより各地の企業の景況感が分かる。
●頻度は3カ月に1回。正式名称は「全国企業短期経済観測調査」。
●公益社団法人日本経済研究センターが、民間エコノミスト約40人から、日本経
　済の重要指標の予測値等について毎月回答を得て、集計・平均値を算出・公表
　するもの。
●景気動向等についての民間エコノミストのコンセンサスフォーキャスト（平均的
　な予測値）を得ることができる。
●頻度は毎月1回。
●内閣府が、景気関連の動きを観察できる立場にある人 （々小売り・飲食・サービ
　ス・住宅・雇用関連等々）の協力を得て、地域ごとの景気動向を的確・迅速に把
　握するためにまとめるもの。
●「現状判断DI」が数値で示されるほか、「景気判断理由の概要」がヒアリングメモ
　の要約のような形で示され、分かりやすい。
●内閣府のホームページで全国12地域ごとの状況が分かる。
●頻度は毎月1回。
●国際通貨基金（IMF）の調査部署が、グローバルな規模で調査し、各国・地域に
　ついて、実質GDP（国内総生産）成長率見通し等を公表するもの。
●「IMF、世界経済見通し」で検索すると、日本語訳を見つけることができる。
●IMFのチーフエコノミストのブログ形式の説明も秀逸である。
●頻度は3カ月に1回。
●日本政府が毎月1回、首相をはじめとする関係閣僚等が集まる会議を経て公表
　する景気判断。
●この会議（「月例経済報告等に関する関係閣僚会議」）に内閣府が「閣僚会議資
　料」として公表する資料の中に含まれる「今月のポイント」と題する数㌻が、日本
　の景気動向を知る上で便利。
●日銀が経済と物価の状況につき、現状と先行きについての考え方を示すもの。
　正式名称は「経済・物価情勢の展望」。
●1、4、7、10月の定例の日銀金融政策決定会合の後に公表される（すなわち、頻
　度は3カ月に1回）。この10月については、28日に「基本的見解」が、翌29日に全
　文が公表される予定。
●28日の公表資料（「基本的見解」）では、「日銀政策委員による2023年度までの
　日本の実質成長率と消費者物価上昇率の見通し」などが示される予定。

名称 公表日

1．日銀短観 10月1日

2．ESPフォーキャスト 10月7日ごろ

3．景気ウオッチャー調査 10月8日

4．IMF世界経済見通し 10月上旬ごろ

5．月例経済報告 10月中・下旬

6．日銀展望リポート 10月28日、29日

ポイント

●国内における人口移動状況把握のために、住民基本台帳のデータを基にして作
　成される統計。
●2020年5月についての統計は、この統計が現在の形になって初めて東京都が
　「転出超過」となり、また、同年7月～2021年2月も「転出超過」となった。
●2021年度入り後も、5～7月は3カ月連続で東京都が「転出超過」となってい
　る。また、7月は「東京圏」（東京都＋隣接3県）でも「転出超過」となった（ここで
　は、8月26日公表結果まで織り込んでいる）。

名称 公表日

住民基本台帳
人口移動報告

10月26日

ポイント




